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「出来高移動平均線検索」
JP法研究会 富士栄

株価に比べると人気がない出来高のテクニカル分析検索。ＪＰ法ソフトの絞り込み検索
には、そんな検索も登録されています。

今回は、その中から移動平均線についての検索を紹介します。

移動平均線というと、通常は終値に対して使われていますが、この考えを出来高に対し
て応用したものが出来高移動平均線です。

分析チャート－「指標」－「７５．出来高移動平均線」で表示する事が出来ます。

同時に２本の出来高移動平均線を引きます。

５と２５日の出来高移動平均線

出来高は株価より、先に反応する。という考え方もあります。

分析方法は、シンプルなもので、株価の移動平均線と同じように、向き、位置関係を調
べるものとなります。

この検索は、「絞り込み検索」の「６０．出来高移動平均」でスクリーニングする事が
出来ます。
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■６０．出来高移動平均

２本の移動平均線のそれぞれの向き、位置関係を調べる

上抜けた・・・ゴールデンクロス（ＧＣ）と同じ意味

下抜けた・・・デッドクロス（ＤＣ）と同じ意味
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株価の移動平均線の検索でもそうですが、下記のように出来高がほとんどない銘柄につ
いても合格してきます。

そのため、この検索のみで出来高を調べるのは無理があります。

なので通常は、 「１５．出来高水準」や、「２８．最大出来高」を用いて、そこそこ出
来高が出来ている銘柄を検索させる事になります。
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例．10月 3日 対信用銘柄での結果

結果はまちまちです。

さらにここから、スクリーニングが必要に思えます。



- 5 -

このように順調に上昇するものもあれば・・・

天井近しの銘柄もあり・・・
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横ばいっぽいものも・・・

たまたま、この四国電力は見つけたのですが、５日の出来高移動平均線が上昇し続けて
いるのに、株価は下がり続けている。
興味深い銘柄です。

今回紹介した出来高移動平均検索ですが、なかなか使いづらい検索といえます。

相場が出来高を伴って上昇中、という事はよくいわれます。

その反対に、相場が下落している最中でも出来高は増加しています。よって、今回の検
索だと、ゴールデンクロスしてから、さらに下に向かう。という事も多々あるのではな
いか・・・。

また、暴落し大出来高となり、底打ち。その後、出来高が細り、徐々に増加していく。
という過程をたどるとするなら、デッドクロスで底打ち近辺なのでは・・・。ともいえ
そうです。

株価の移動平均線は、一般的にゴールデンクロスしたから相場は上、デッドクロスした
から相場は下といわれていますが、この出来高移動平均線の場合は、そうとはいえなさ
そうに思えます。

出来高倍率や最大出来高のほうが使いやすいでしょう。

もう少し詳細に検索したい、という事であれば、ＷＯＲＫシートに登録されていますの
でそちらをご利用下さい。

出来高移動平均線については、あるユーザー様のご要望で作成したものです。何かしら、
使い方のノウハウを掴んでいたのでしょう。
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出来高の動きにご興味のある向きは、是非有効な使い方を調べて頂きたいと思います。

最後にＷＯＲＫシートを使った検証結果を記載します。

対象はＪＰＸ４００採用銘柄

５と２５日の出来高移動平均線がゴールデンクロス

上昇率検証

ダメの確率が、およそ３３％。
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下降率検証

ダメの確率が、およそ２７％。

なかなかよさそうに思えます。

その時の相場付きにもよりますが、過去１年間の検証では、ゴールデンクロスで売った
ほうが良いという結果となりました。

ＷＯＲＫ分析を使えば、デッドクロスの上昇率検証、下降率検証も出来ますので、各自
調べてみて下さい。


